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新潟県十日町市松代の泥火山地域における表層部探査 -概要と表面波探査-
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Japan- Introduction and surface wave method -
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はじめに
新潟県十日町市松代地域において，地表でのガス・泥水・石油がにじみ出ている箇所が報告されており，ハンドオー

ガーによる掘削結果や地質的な解釈からも泥火山の存在が指摘されている（新谷・田中，2005）．また，この地域の深部
180mには北陸北線（ほくほく線）鍋立山トンネル開設時の難工事箇所があり，その原因であった膨潤性地質と泥火山の
関係も指摘されている（千木良・田中, 1997）．その地域での泥火山調査のために，鈴木ほか (2005)によって CSAMT法
と電気探査が行われ，その結果から深部の低比抵抗部分と泥火山との関連性が示された．しかしながら，泥火山の活動
や痕跡を知るのに十分な地質構造はわかっていない．そこで本研究では，表層部の泥火山，その噴出経路，基盤構造な
どを明らかにするために，弾性波を用いた探査と地中レーダ（GPR）探査を行った．本稿では弾性波を用いた探査のう
ち主に表面波探査の結果について報告する．

手法と結果
ガス・泥水・石油がにじみ出ている箇所と掘削を行った箇所を中心に 10～120mの側線を７本展開し表面波探査を行っ

た．ジオフォンは 2m毎に 24チャンネルをランドストリーマに接続し，2mごとに移動して，カケヤで起震した．解析
には O’Neill（2004）の手法を用いて地下 20mまでの S波速度分布を解析した．側線１の S波速度分布を Fig.1に示す．
約 300m/sの高速度部と 100m/s以下の低速度部が検出され，それぞれ基盤部と泥火山部であると考えられる．

おわりに
表面波探査の結果から表層部 20m程度の S波速度の分布を得ることができた．その速度分布から低速度と考えられる

泥火山と，高速度と考えられる基盤部を推定できることを示した．今後，他の探査結果との総合的な解釈から泥火山お
よびその地下構造をより詳細に調査していく予定である．
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